
日時：１日（土）・８日（土）・１５日（土） 

２２日（土）午前１１時～１１時３０分 

場所：長府図書館 1階 児童室（じどうしつ） 

 

          

   

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下関市立長府図書館 

2025年 11月 1日 発行 

 

 
【休 館 日】毎週月曜日(祝日は開館) 

4日(火)…3日(月)が祝日により開館となるため 

25日(火)…24日(月)が祝日により開館となるため

28日(金)…館内整理日 

〒752-0967 下関市長府宮の内町１－３０ 

TEL：083-245-0328 FAX：083-245-0424 

※図書館前の市道は駐車禁止区域です 

 

 

※イベント・行事は変更になる場合があります。 

ご不明な点は、長府図書館へお問い合わせください。 

『 木曜日にはココアを 』 
青山 美智子‖著 宝島社 Ｆ6/ア 

まど・みちお氏の

詩を当時の皇后

様が選び、英訳さ

れた詩集です。絵

は安野光雅氏。 

原詩と英詩を並べ

て読むことがで

き、英語の勉強に

もなります。 

 

長府図書館 

市民展示スペースに、絵画や写真、 

手作り作品等、生涯学習や文化活動に

係る展示を希望される場合は、お気軽

にお声かけください。 

（※営利を目的とするものは除く） 

  

同じ棚に季節の本をいろいろ集めて 

います。大人の方もどうぞ！ 

『サリーのこけももつみ』 
ロバート・マックロスキー‖文・絵  

石井 桃子‖訳 岩波書店 Ｅ/マ 

 

 

サリーはたのしみ

にしていたこけもも

つみにでかけまし

た。でもやまにきて

いたのは、サリーと

サリーのママだけ

かと思いきや……。 

 

 

喫茶「マーブル・カ

フェ」で出されるコ

コアの話から始ま

る 12色がテーマの

短編集です。舞台

が東京からシドニ

ーへ移る中で起こ

る、小さな繋がりの

奇跡が心を温かく

する本です。 

『 にじ 』 
まど・みちお‖詩 美智子‖選・訳 

安野 光雅‖絵 文藝春秋 911.58/マ 

596/ツ 

11月 

日 月 火 水 木 金 土 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

期間：１１月１日㈯～１１月２７日㈭ 

（休館日を除く） 

開館時間：９：３０～１８：３０  

場所：１F ロビー 

 

ボランティアの方による 

絵本のよみきかせです。 

みなさん、お気軽にお越しください♪ 

 

 
事前申込みは不要です 

不思議な花倶楽部 
暮らしを彩る押し花展(２) 

楓蔦黄（もみじつたきばむ）

11月となりました。木々も

色づいて美しさを増してい

きます。また１１月１６日

は『いい色の日』です。色は

人に影響を与えるといいま

す。今月は色の綺麗な表紙

の本を選んでみるのも良い

かもしれませんね。     

 

 

山口県出身の詩人と言えば、金子

みすゞ、中原中也、まど・みちお

が思い浮かびます。詩は読んでみ

ると味わい深いものです。詩、読

んでみませんか。             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
★貸出中の本は予約ができます。 

ご予約は、下関市立図書館ホームページや館内検索機、 

カウンターにて承ります。 

ご不明な点は、お気軽にスタッフまでお尋ねください。 

 

今月のテーマは「 秋から冬へ 」 
11月は秋が深まり、冬に近づく季節です。 

健康と環境の変化に十分注意して過ごしましょう！ 

ここで紹介した本以外にも、 

新しい本をそろえてみなさまの 

ご来館をお待ちしています！ 

２階一般閲覧室では、毎月季節に合わ

せてスタッフが選書した本のコーナー展

示を行っています。貸出も可能です。 

ご来館の際は、ぜひお手にとってご覧くだ

さい♪ 

場所：２階カウンター前  

 

『 つないだ手 沢田美喜物語 』 
植松 三十里‖著 PHP 研究所 Ｆ6/ウ 

『 90 歳、男のひとり暮らし 』 
阿刀田 高‖著 新潮選書刊 914.6/ア 

直木賞作家にして

短編小説の名手、

阿刀田氏のエッセ

イです。年をとると

色々なことが億劫

になりますが、「今

日もまあまあ。そ

れでいい。」と言え

ると気楽ですね。 

終戦後日本では進

駐軍の兵士と日本

女性との間に沢山

の子どもが生まれ

ました。路上に捨て

られた、行き場の

ない子ども達の母

となる決心をした女

性の物語です。  

『 りんごのお菓子 』 齋藤 真紀‖著 枻出版社 596.6/サ 
 

『 京都紅葉めぐり、雪模様 』 水野 克比古‖写真・文 小学館 291.62/ミ 
 

『 柿づくし 』 浜崎 貞弘‖著 農山漁村文化協会 628/ハ 
 

『 感染症対人類の世界史 』 池上 彰‖著 増田 ユリヤ‖著 ポプラ社 N/493.8/イ 

『 図書館員をめざす人へ 増補改訂版 』 後藤 敏行‖著 勉誠社 013.1/ゴ 
                             

『 高宮麻綾の引継書 』 城戸川 りょう‖著 文藝春秋 F6/キ 
 

『 産婆のタネ 』 中島 要‖著 双葉社 F6/ナ 
 

『 フィクションのなかの警察 目には見えない｢組織｣とそこで働く｢個人｣ 』  
熊木 淳‖著 笠間書院 910.26/ク 

『 じかんはともだち 』 
てづか あけみ‖作・絵 偕成社  

E/テ 
 

 

 

仕事の話・勤労感謝の日 

 

『 人種は愉快なジグソーパズル 』 
小手鞠 るい‖著 河出書房新社 

YA/316/コ 

 

 

私達すべてに与

えられている時

間。目には見えな

いけれど、時間は

平等に流れてい

きます。そんな

【時間】について

考えてみません

か。 

著者はアメリカ在

住の作家です。ア

メリカは人種のる

つぼと言われ、多

種多様な人々の

住む国です。この

本は皆が調和して

暮らすヒントになる

かもしれません。 

季節の変わり目 楽しみと用心 

 

『 街角ファンタジア 』 村山 早紀‖著 実業之日本社 F6/ム 
 

『 スキマワラシ 』 恩田 陸‖著 集英社 F6/オ 
 

『 哲学者と象牙の塔 』 田中 正人‖著･イラスト 玉井 麻由子‖イラスト 講談社 104/タ 
 

『 アーサー王物語解剖図鑑 』  
渡邉 浩司‖監修 かみゆ歴史編集部‖編著 エクスナレッジ 930.2/ア 

 

冬の始まりに 童話＆ファンタジー 

https://3.bp.blogspot.com/-rryMeXtuT2I/VbnQpBYlFpI/AAAAAAAAwEA/iQVvDyTulnc/s800/cork_board.png

